
  ２０２５年６月３０日 

ＥＩＮ エネルギー情報ネットワーク 

ＬＰガスＣＰ速報(２０２５年７月積)                            

１． ７月積みサウジアラムコＬＰガスＣＰ（6 月 30 日発表） 

    プロパン５７５㌦（前月比－２５㌦） 

    ブタン ５４５㌦（前月比－２５㌦） 

① ＬＰガススポット市況等 

米中貿易戦争に続き、イスラエル・イラン戦争、地政学リスクに翻弄される展開となった。

不需要期で中東市場はＣＦＲ極東着が 7 月ＣＰ－40 ㌦どころのディスカウント市況、ブタン付

きカーゴの石化の手当てが散見された。一方、ＣＰ先物市況は中東情勢の緊迫化で続騰、第 3

週でプロパン 610 ㌦まで上昇したが、フレート市況の急騰もあり、ＦＯＢ市場は閑散、ペルシ

ャ湾岸の手当てがリスク回避された。極東ＣＦＲ市況は、第３週で前週比 10 ㌦続伸のプロパ

ン 590 ㌦、ブタン同横ばいの 560 ㌦に留まった。極東着ＣＦＲの廉価が顕著となった。 

米国市場をみると、不需要期を迎えても、輸出は堅調、高水準で推移（グラフ③参照）、全

米プロパン在庫は前年割れが続いているが、在庫水準は 5 年平均レンジの中央まで積みあがっ

てきた。一時、船積みの遅延が発生、モンベルビュープロパンスポット価格は、原油市況の急

騰を受けて 425 ㌦まで上げたが、第４週に原油市況とともに軟化 375 ㌦まで下げた。月間平均

では前月比 13 ㌦反騰の 395 ㌦／㌧どころ（グラフ①参照）。 

フレート市況は続騰した。中東市場では、地政学リスクプレミアムが上昇、インド向けでは

さらにプレミアムが付加され第 3 週には 90 ㌦に迫る水準。中東市場の上昇で米国市場も続騰

し米国～極東は第 3 週には 130 ㌦まで上昇した。中東情勢悪化によりペルシャ湾岸、ホルムズ

海峡航路を回避し、米国積みへの需要増となると、船舶需給のタイト化に拍車がかかる懸念も。

トランプ関税による中国の手当て先シフトに続き波乱要因となっている。 

ナフサ市況は５ヶ月ぶりの反騰、月間平均は前月比 25 ㌦上昇の 595 ㌦／㌧どころ。原油市

況の急騰と中国の米国エタンからナフサへのシフトも影響、石化ブタン需要も散見。 

バンカーオイルをみると、原油市況に連れ安、シンガポールＩＦＯ380 は 4 か月ぶり反発、

月間平均で前月比 19 ㌦上昇の 457 ㌦どころ、ＬＳＭＧＯ（低硫黄マリンガスオイル）は 5 ヶ

月ぶりの反騰、前月比 49 ㌦急騰の 653 ㌦どころ、留出油高を受けて、ガスオイル・Ｃ重油と

の格差は 196 ㌦に拡大した。 

７月ＣＰは前年同月比プロパン 5 ㌦、同ブタン 20 ㌦の下落。原油（アラビアン・ライト）

熱量等価換算（下記参照）では、前月に比べプロパン 14、ブタン 13 ポイント下落、前年同月

比ではプロパン 17 ポイント、ブタン 14 ポイント高い。 

     第1週 第2週 第3週 第4週 平均 

フレート（中東―日本） 70 80 90   

ＣＰ先物指標：Ｐ 580 590 610   

ＣＰ先物指標：Ｂ 550 560 580   

② 原油市況等 

６月の原油市況は中東地政学リスクに翻弄された。ＷＴＩは 62 ㌦台でスタート、カナダの山

林火災でオイルサンド 35 万 b/d の生産が停止、中東情勢の緊張が高まる中、イスラエルがイラ

ン核施設を空爆、13 日ＷＴＩは 72.98 ㌦に急騰し、イランの報復攻撃で 18 日には 1 月以来と

なる 75 ㌦を突破、20 日未明米軍が軍事介入しバンカーバスターでイラン核施設を攻撃し、ブ

レント原油は 79 ㌦に達した。翌週、イスラエル・イランの停戦が合意され、原油市況は急落し

たが、イランの勝利宣言にトランプが反発、不透明感が強まっている。先物市場は、タイト感

が強く、プロンプトスプレッド（期近 2 限月）の逆ザヤが拡大、ＣＴＡ（商品投資顧問業者）

はショートポジションを手仕舞、中東情勢とＯＰＥＣプラスの増産政策に身構えている。 

○６月積みアラビアン・ライト（6 月 1～27 日までの想定）は 70.80 ㌦（前月比＋5.92 ㌦） 

熱量等価ＡＬ100％ プロパン 580.49 ㌦／㌧ ブタン 572.52 ㌦／㌧ 

ＡＬ比       プロパン 99.05％    ブタン 95.19％ 

    ＊上記ＡＬはＥＩＮ推計、確定値は後日Ｗｅｂサイトでご確認ください。 

 



２．２０２５年７月ＬＰガス仕切（ＣＰ・ＭＢコスト変動分）への影響  

 

適用為替 ＴＴＳ Ｐ円建ＣＦＲ Ｂ円建ＣＦＲ Ｐ前月比 Ｂ前月比 

6 月月間 145.54 92,000 90,500 －500 －2,600 

 

＊ＴＴＳ平均等について、上記は 6 月 1～30 日までのＴＴＳ平均。ＣＰは前月・当月 50％案分。

プロパンのＭＢ合成比率はＣＰ70％、ＭＢ30％で算定。ＣＦＲコストは中東・北米フレートを含

むＣＦＲコストを表示。ＣＦＲコストには北米の基地経費等も含まれ、各社で異なる。 

なお、上記ＭＢは 6 月 26 日までの価格を基にＥＩＮで試算（395 ㌦/㌧）したもので、メーカー

各社の最終確定値とは異なる。また、各社の仕切はフレート分、バンカーサーチャージ等の改定

やフォーミュラ見直しもなされるため、仕切等の詳細はＷｅｂサイトを参照。 

 

① 米国プロパンスポット価格推移 

 

② 米プロパン在庫推移 

 
③ 米プロパン輸出量推移 

 

                                                             

 出典：ＥＩＡ 


